

























































































































































準学士 学士 修士 博士
1998 2008
-30% -12% -34% -13% -21% -51%
-71%









































































































































































































SCONUL Annual Library Statistics.
The Value of Libraries for Research and Researchers. RIN/RLUK, 2011. 
UK Survey of Academics 
2012. 
Ithaka S+R/JISC/RLUK,  
May 16,2013.
Researchers of 
Tomorrow.  JISC/British 
Library,  June 2012.
Supporting the 
Changing Research 
Practices of Chemists. 
Ithaka S+R, February 
26,2013.
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36 出典：Reshaping Library Support for Research at King’s College London. 2012.
研究ポータル（１）
出典：https://kclpure.kcl.ac.uk/portal/en/37
研究ポータル（２）
 研究ポータルは，以下のキングズカレッジの研究の広が
りと多様性を示すショーケース
①研究者の履歴②研究グループのプロファイル ③研
究助成の詳細④研究のアウトプット（出版書籍や査読
誌掲載論文）
 機関リポジトリは，可能な限り，大学院生の研究論文を
含む研究のアウトプットのフルテキストへのアクセスを提
供
38
出典：http://www.kcl.ac.uk/innovation/research/researchportal/index.aspx
これからの研究支援を考える
 大学の研究ミッションの理解
 研究者のニーズの把握
 図書館の戦略方針の決定
 従来型業務の整理
✓ 何を残して、何を加えるか（優先順位の決定）
 学内関連組織との連携
 図書館職員の新たなスキルの獲得
✓ 従来のスキル＋ICT＋研究評価スキル
 外部資源の活用
✓ システム構築（導入），データ整備
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当面のシナリオ
 機関リポジトリを活用した研究成果の発信
✓ 博士論文や紀要論文の公表
 紀要等の学内学術誌のオープンアクセスジャーナル化
 研究業績と機関リポジトリの密接な連携
✓ 研究業績の入力支援（例：筑波大学 ARESとTRIOS）
 評価や外部資金獲得のための情報提供
✓ データベースの活用
 研究アドミニストレータ的なサービスの試行
✓ すべての大学に専任の研究アドミニストレータがいるわけでは
ない（例：『文教大学の研究支援体制』第3版（2013年4月））
40
ご清聴ありがとうございました
